
令和８年度
若者未来デザイン会議 結果報告会

fｒｏｍ 県立岐阜総合学園高等学校

知事に提案！
私たちが変えてみせます、岐阜県の農業
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若者未来デザイン会議

施策への反映結果報告会

県立岐阜総合学園高校×県農政部

知事に提案！
私たちが変えてみせます、岐阜県の農業
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提案について（振り返り）

提案内容

①
農業×教育

小学生が取り組める、楽しさ（対決要素等）を取り入れた農業体験

〇将来の担い手の卵を育てるため、農業に関わる機会が少ない小学生のイメージを変える。

〇そのために、小学生が農業に触れ、楽しさを知ってもらう農業体験を提案

〇小学６年生を対象に、１年間を通じて取り組めるようなスケジュール

農産物の栽培→収穫・調理（レシピ考案）→イベント本番（調理実習とレシピ対決 ※優勝レシピは給食で提供）→お世話になった地域の方などに、
レシピ発表、野菜プレゼント

②
農業×移住

地域ぐるみの組織（組合）による農業体験プログラムづくり

〇中山間地域の担い手不足を解消するためには、若手の働き手を確保することが重要

〇農業を始めるには、収入や農地の確保、農業機械の導入などの不安があることに加え、移住するとなれば、土地や家など多くの不安が山積

〇そのため、地域ぐるみで農業体験できる組織をつくり、体験を入口として、当該地域への定着をサポートする仕組みづくりができないか。

③
農業×観光

インバウンド向け農業体験を通じたトマトの美味しさの発信

〇県内の観光は、高山市など一定の地域に観光客が集中していたり、受入れ側が英語が話せないといった言語の壁などの課題がある。

〇他方、県内にはトマトなど、インバウンドに対して十分にＰＲできていない。出荷基準には合わないものの味のある熟したトマトを売りにできないか。

〇インバウンド観光客向けにトマトの収穫体験やトマト料理を提供する体験プログラムを造成することで、農業と観光の両面の活性化につなげられる。

④
農業×
企業連携

既存企業と地域農業の連携（地域密着型農業企業の設立※20～30年先）

〇人材不足は他産業も同様、農業だけに税金等を投入するのはどうか。

〇将来的には、地域密着型農業企業の設立が望ましいが、すぐに実行することは難しいため、まずは、既存企業と連携した体制づくりを進めてはどうか。
（例）農業×コンビニ、農業×飲食店、農業×スーパー、農業×お祭り…など

⑤
農業×福祉

栽培キットの配布による気軽な農業体験の促進

〇これまでは地域の農家が協力し合って農業や農地を守り、地域の活性化に貢献。しかし、高齢化によって農業をやめる方が増加。

〇いきなり農家になってもらうのは難しい。まずは、栽培キットの配布による気軽な農業体験の機会を提供を通じ、地域の住民と農家との交流、地域へ
の愛着づくりなどにつなげてはどうか。
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皆さんからいただいた意見をもとに、計画を策定しています

第2章 計画策定の背景に、岐阜総合学園高校
の皆さんとの意見交換やアイデアを記載
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農福連携や農村地域の応援隊等の取組強化
計画20～21ページ

田んぼの学校とは・・・

①農業×教育、⑤農業×福祉 の提案

小学生が取り組める、楽しさ(対決要素等)を取り入れた
農業体験

〇将来の担い手の卵を育てるため、農業に関わる機会が少ない小
学生のイメージを変える。

〇そのために、小学生が農業に触れ、楽しさを知ってもらう農業
体験を提案

〇小学６年生を対象に、１年間を通じて、取り組めるようなスケ
ジュール

栽培キットの配布による気軽な農業体験の促進

〇これまでは地域の農家が協力し合って農業や農地を守り、地域 
の活性化に貢献。しかし高齢化によって農業をやめる方が増加

〇いきなり農家になってもらうのは難しい。まずは、栽培キット
の配布による気軽な農業体験の機会を提供を通じ、地域の住民
と農家との交流、地域への愛着づくりなどにつなげてはどうか。

県内の小学校を中心に、農業によって支えられてい
る様々な機能について学習し、子どもたちに農業・農
村の大切さを理解してもらう取組

令和８年度から、田んぼの学校で
栽培キットの配布を実施します。

また、食農体験に加えて、郷土食の料理体験を実施。
地域の野菜等を給食で使ってもらえるように
学校給食地産地消コーディネーターを派遣 5



アグリパーク構想の実行
②農業×移住 の提案
地域ぐるみの組織（組合）による農業体験プログラムづくり

〇中山間地域の担い手不足解消のためには、若手の働き手を確保する
ことが重要

〇農業を始めるには、収入や農地の確保、農業機械の導入などの不安
があることに加え、移住するとなれば土地や家など多くの不安が山
積

〇そのため、地域ぐるみで農業体験できる組織をつくり、体験を入口
として当該地域への定着をサポートする仕組みづくりができないか。

計画１９ページ

中山間地域において、
農業体験を入口として、地
域への定着をサポートする
団体を政策オリンピックの
形で公募

政策オリンピックで採択された団体について、モデルとして他
の地域へも横展開の予定
そのほか、農業機械のシェアや農地確保に向けたあっせんの仕
組みづくりについても、来年度事業で実施予定

（中山間に適した農業参入モデル）
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新たな海外輸出戦略の展開

計画４８ページ

・「ぎふの食」を求めて岐阜に訪れる旅行客の増加に向け、魅力的な
メニュー提供や、食体験づくりを推進し、旅行代理店等にPR
岐阜の食の魅力を体感してもらう。

・さらに帰国後にも県産食材を購入できる仕組み（輸出等）を構築

③農業×観光 の提案
インバウンド向け農業体験を通じたトマトの美味し
さの発信

〇県内の観光には、高山市など一定の地域に観光客が集中して
いたり、受入れ側が英語が話せないといった言語の壁などの
課題がある。

〇他方、県内にはトマトなどインバウンドに対して十分にＰＲ
できていない。出荷基準には合わないものの、味のある熟し
たトマトを売りにできないか。

〇インバウンド観光客向けに、トマトの収穫体験やトマト料理
を提供する体験プログラムを造成することで、農業と観光の
両面の活性化につなげられる。

インバウンド向けの、県産食
材を使ったメニューや体験プ
ログラムの開発を支援

旅行代理店、飲食店等
への提案、招へい

旅行客の受け入れ帰国後に購入する
仕組みづくり

魅力発信

来岐を誘導

輸出された農
産物を購入

需要アップ！

需要アップ！
＆拡大！
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計画20～21ページ

ぎふの田舎応援隊とは・・・
県内の美しい農村地域を守るため、都市住民が地元の

人々と協力し、稲刈りや草取り、水路清掃などのボラン
ティア活動に参加してもらう制度

④農業×企業連携 の提案

既存企業と地域農業の連携

〇人材不足は他産業も同様、農業だけに税金等を投入するの
はどうか。

〇将来的には、地域密着型農業企業の設立が望ましいが、す
ぐに実行することは難しいため、まずは、既存企業と連携
した体制づくりを進めてはどうか。

農福連携や農村地域の応援隊等の取組強化

隊員は個人または
団体（会社・大学・グループ

・友人・家族など）

「企業版ぎふの田舎応援隊制度」を新設！

企業 《ニーズ》

・環境保全活動に取り組みたい
・地域貢献したい
・社員研修の場を充実したい

《効果》
・農作業等の人手不足が解消！
・交流人口が増え農村地域が活性化！

さらに・・・・
・商品開発や地域資源を活用した観光
など、ビジネスの開発

・企業の農業参入 が期待！

農村地域
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